
Vol. 42 ２０２１年 10 月 10 日 発行 

 

 

 

 

 

 
 

 

報告 ① 気仙沼大島 牡蠣の養殖 ヤマヨ水産 小松 武さんご一家 

秋恒例の箕面ユネスコ協会の東北ツァー、1 年前から計画

していた 10 月 3，4 日の日程でしたが 9 月末で緊急事態宣

言が解けて何とか行く事ができました。今回は、震災 10 年

の節目として毎年 3 月の復興支援イベントを終えたことを、

募金の寄付先である気仙沼大島のまちづくり組織代表の小

松武さんや関係者の皆さんに報告する旅になりました。この

イベントは、私が代表を務めている NPO 法人市民活動フォ

ーラムみのおとアサンプションン国際小学校中学校高等学

校の聖歌隊と生徒会、そして箕面ユネスコ協会 3 者の連携で

開催してきました。当初は寄付先をせんだい・みやぎ NPO センターのはばたきファンドにしていましたが、箕

面ユネスコ協会と連携してからは坂口さんを通して仙沼大島架橋推進協議会（代表小松武さん）に寄付を送るよ

うになりました。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

坂口さんに誘われて震災8ヶ月後に被災地に入って

から、毎年 10 月に欠かさず訪れて早 10 年。まちの

様子も随分変わりました。高台に新しい町が広がり、

道路事情も良くなり、移動がどんどん便利になって、

目を見張るものがあります。 復興支援イベントとしては一定の役割を果たしたも

のと思いますが、その一方で家族を亡くされた人たちや福島で故郷をなくした人た

ちの思いは決して忘れてはいけないと改めて思います。 いろんな思いを抱えなが

ら、それでも、毎回弾丸ツアーの突然の訪問に笑顔で迎えてくれる気仙沼の皆さん

の温かさは本当にありがたく心地よく、次のツァーへの原動力にもなっています。

これまでにがった人たちとの絆がもっともっと広がるように、箕面ユネスコ協会の

ツァーが続いていくことを願っています。（須貝 昭子） 
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緊急事態宣言 解除 

小松さんの牡蠣の作業場ＮＨＫの朝ドラ「おかえりモネ」のロケ地です！ 

♪ホームページ折々に更新中！ 

『箕面ユネスコ協会』 

で検索してください❤ 
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報告 ② 宮城県石巻市北上町十三浜 にっこりサンパーク仮設住宅での出会いから 10 年！ 

2 日目、石巻追分温泉を出発し、同市在住の佐藤さんと 10 年ぶりに再会しました。坂口さんが「私のこと覚

えていますか」と尋ねると「声をきいたらすぐわがった。忘れるわけなかっぺ。」と笑顔で応える好々爺の佐藤

さん。高台に新居を構え、隣にはご長男一家が住んでおり、お孫さんがご飯だよとお迎えに来てくれる平穏な日々

を過ごしているそうです。この１０年を振り返り、全力で復興だけを考えて邁進

してきたが、奥様と二人のお孫さんを失った悲しみと寂しさはいえることがない

と心情を吐露する姿に涙がこぼれました。そして、今年は秋サケの不漁だと嘆い

ていました。震災により海は以前と変わってしまったうえ、地球温暖化が追い打

ちをかけ記録的な不漁で復興の足かせとなっている、育てる漁業や業態変換など

模索する必要があると心配していました。さらに市内を一望できる日和山公園へ。

案内板の写真を見比べると、お寺や橋、大イチョウしか残っていなったところが、

広い道路や新しい建物が姿を見せて工事車両が行きかい、復興事業は続いていま

す。右手には、今年３月に開園した石巻南浜津復興記念公園が整備されていまし

た。震災の記憶と教訓を後世に伝え、追悼と鎮魂の思いとともに人々がつながり、

復興の象徴となることを願ってやみません。 

今回は１０年目という節目にあたり、初めて観光を加えました。日本三景のひとつ、松島へ。松尾芭蕉も塩釜か

ら松島まで船で渡ったと聞き、風光明媚な景観に芭蕉も魅了されたのかなと感慨深いものがありました。さらに、

青葉城公園内の仙台城跡へ。残念ながら、お城は消失していますが、立派な石垣と櫓が往時を忍ばせます。伊達

政宗公の銅像の前に立つと、天下取りの野望に燃えた政宗公と同じ視線

に１００万都市仙台を展望でき、古に想いを馳せました。（大阪は緊急事

態宣言が、宮城県はまん延防止重点措置が解除となりましたが、感染に

は充分留意して行動しました。） 

大震災から１０年…今日をどう生きていくかを考え続けた日々の積み重

ねが１０年という歳月になったと聞きました。１０年という区切りでは

なく一歩一歩前進するためにはどう寄り添っていけるのか、私たちも長

い目で被災地の変化を見つめ、人々の声に耳を傾け、つながりを大事に

今後も継続して支援していきたいと思います。（大槻 晴美） 

アラカルト … 次は一緒に宮城へ 

日和山から見た石巻

日和山 



 

 1 学期には、「行動を起こしている人の話を聴いてみよう」という活動で、坂口会長と川本実弥さんがネパー

ルやカンボジアでの体験を通して学んだことを伝えさせていただきました。生徒のみなさんは、その後、グルー

プごとにテーマを選び、調べ、意見をまとめる活動を継続されたそうです。 

9 月、コロナ禍のため、保護者や地域の方の会場参加はなかったのですが、「文化発表会」としてオンライン

で生徒のみなさんの学びを広く発信する形を工夫され、箕面ユネスコ協会は、来賓として 2 年生の発表の場に招

いていただく機会を得ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂口会長は、2030 年までの 8 年半、学んだことを糧に「アクション」を積み重ねてほしいと、生徒のみな

さんにメッセージを送りました。川本さんは、それぞれのグループ発表への感想や気づきに加えて、宗教や児童

労働など世界で焦点となっている事柄について、多様な価値観を尊重しながら自分自身の問題として考え続けて

いきましょう…と、自身の学びを重ねながらの講評を行いました。 

今回も、しっかりと学ぶ姿や、協力して活動する姿を見せていただきました。コロナ禍への対応が大変な中、

貴重な機会をくださった生徒のみなさん、先生方に感謝いたします。（大濱 淳子） 

 

 

 

♪全員のレポートがまとめられて

います。目標ごとに、コピーも貼り

だされていました。 

♪プレゼンコンテストを経て選ば

れた代表グループのみなさんが、

次々と意見を発表していきます。 

♪最後に、坂口会長からのメッセ

ージと、川本さんからの講評の時

間をいただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   皆さんお待ちしております！ 

気仙沼向洋高校さんま缶 あります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ！  ＊会費の納入について! 

会員の皆様へ 

会費の納入のお願い（まだ平成 25 年 8 月現在、会費未納の皆様へ） 

※年会費は一般会員、年 3.000 円。学生会員、1.000 円 

振込み先：箕面ユネスコ協会  銀行名：ゆうちょ銀行  

金融機関コード：9900 

店番：408  預金種目：普通  店名：四〇八（ヨンゼロハチ） 

口座番号：5829689 

※直接、下記口座へ振り込みをお願いします。 

または、同封の振り込み用紙をご利用ください。 

参加よろしくお願いいたします！ 


